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東京都実態調査 の 結果か ら

本　田　哲　三
＊

要旨 ；東京都 で は高次脳機能障害者 の 実態調査 を実施 し た、対 象 は成 人 の 高次脳機能障害者 （痴杲

を除 く）で 都 内 の 372施設 に 調査票 を送付し報告を求め た 。 報告障害 者数 は ユ，234名 で ， 原疾患 は

脳血 管障害が 983名 （79．7％），っ い で 頭部外傷 10．1％ で あ っ た 。 も っ と も多 い 障害 は 失語 症 で

56．9％ ， 以 下注意障害 29．8％，記憶 障害 26 ．2％ な ど で あ っ た 。 都 内の 高次脳 機 能障害 者総 数 は

4，177 人 と推定 さ れ た 。
こ の うち の 300名 に 生活実態調査 を実施 した 。 口常生活で は ， 基本的な 日

常生活活動 に比 較し て社会的な活動で ある道具的 日常生活活動 の 障害が著 し か っ た，、普段 の 生活 で

は社会 との 接点 の 少な い 暮 しぶ りが明 らか で ，原職復帰 し て い た の は 3．9％ に す ぎな か っ た 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （失語症研究 22（3）；200〜205，2002）
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は じ め に

　近 年高次脳機能障害者 へ の リハ ビ リテ
ー

シ ョ ン

（以
．．
ドリハ ビ リ と略す）が 注 目され て い る 。 しか

し，そ の前提 となる生活実態 に つ い て は ， 社会生

活状況 は もと よ り実数さえ も明 ら か に され て い な

か っ た。

　 そ の た め ， 高次脳機能障害者 の社会的認知度 は

低 く， 施策上 も医療 と福祉の 谷 間に お か れ て き

た 。

　今回筆者 ら は ， 東京都 に お け る高次脳機能障害

者へ の 支援策検討の た め の 基礎資料調査 に参加す

る機会 を得た の で その概 要 を報告す る 、

1．調査 （東京都高次脳機能障害者実態調査

　　　　　研究会 2000）の 概要

　 1．実数調査

　 1）調査方法

　都 内の 対象施設 （後述） の 施設長 （総合病院お

よび大学病院 に は 施設長 と担 当責任者） に調査依

頼文，診断の 手引 ， 記入用紙 な ど と返 信用 封筒 を

送 付 し 1999 （平成 1／）年 10 月 18 日〜24 日 の 1

週 聞に 入院 （所）， 外来通院お よ び通所 した 高次

脳機能障害者 （後述） に つ き ， 性別 ， 年齢 ， 原疾

患名 ， 発症 （受傷）年月 日お よび 高次脳機能障害

名 の 調査 を依頼 した 。

　 2）調査対象者

　疾病や 外傷か ら 3 ヵ月以上経過 して症状が ほぼ

固定 し て お り，獲得 （後天性）障害の 後遺症 と し

て 高次脳 機能 障害が 残 存 して い る 成人 （18〜64

歳）を対象 と した。高次脳機能障害は成書お よび

臨床経験 か ら半側空間無視 ， 半側身体失認，地誌

的障害 ， 失認症 ， 失語症 ， 記憶障害，失行症 ， 注

意障害 ， 遂行機能障害 ， 行動 と情緒 の障害お よび

「そ の 他 （障害名は 自由記載）」 に分類 した 。 た だ

し全般的な痴呆 は除外 した。

　 3）対象施設

　東京都内に 所在す るす べ て の リ ハ ビ リ総合施設

（30 施 設）， 作業療法 IIの 施 設基準 を満 た して い

る病院 （60 施 設） お よ び無作 為 に 抽 出 した精神

病床 を有す る 病院 の 半数 （50 施 設） を対 象 と し

た。 さら に 墨 田 区 ， 新宿 区， 府中市 で は上記の全
凍 京 都 リハ ビ リテ ーシ ョ ン病 院　〒 131−0034 東 京都 墨 EE区堤通 夢14−1 受稿 口 　2002 年 7 月 4 日
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表 1　調査 結果
一

単 純 集 計

報告高次脳機能障害者数 ：1，234名

　 　 　 　 　 　（男性 841 名 ， 女性 393名 ）

調査 時年齢 ：52，5士 10．6 （18〜64＞歳

発症 （受傷〉後期 間 ：

　 　 　 　 2．55± 4．8 （3 ヵ 月〜59年）年

原疾患 の 内訳

　脳血管障害

　頭部外傷

　脳 腫 瘍

　脳炎

　低酸素脳症

　 ア ル コ ール 依存症

　 そ の 他

　 不 明

　無回 答

983名 （79．7 ％）

124 名 （10，1 ％ ）

52名 （4．2％ ）

19名 （1．5 ％ ）

14名 （1．1％）

　7名 　（0．6％ ）

26名 （2．1 ％）

　 8名 （0，6 ％＞

　 1名

合計 1，234名

都調査対象施設 に 加 えて ， リハ ビ リ科， 脳外科 ，

神経内科 ， 精神科 の い ずれか を標榜す るす べ ての

病院 （18施設）と診療 所 （133施 設）， お よ び成

人 を対 象 とす るす べ て の 福祉 施設 （81施 設） を

調査 した 。

　 4 ）推計方法

　重複報告例 を是正 した う えで 単純集計 を行 っ

た 。 さら に 2 次医療圏お よび 3地 区の ブ ロ ッ ク別

の報告障害者数 をブ ロ ッ ク別人 口 で 除した報告障

害者率か ら各施設基準別の 高次脳機能障害者率を

算 出し ， 総高次脳機能障害者数 と有病率の 推計 を

行 っ た （本田 ら 2001）。

　 5）結果

　  施設か ら の 回答率は 67．7％で 報 告障 害者数

は 1，234名で あっ た 。

　  報告高次脳機能障害者の 疾患別 内訳 は，脳

血管障害が 983名 （79．7％）で も っ とも多 く，
つ

い で 頭 部 外 傷 124名 （10．1％）， 脳 腫 瘍 52名

（4，2％），脳 炎 19名 （1．5％）， 低 酸素 脳 症 14名

（1．1％）， ア ル コ ール 依存症 7 名 （0．6％）， そ の

他 26 名 （2，1％）， 不 明 8 名 （O．6％）で あ っ た

（表 1 ）。 高次脳機能 障害 の 中で は ， 失語症 が 679

名 （56．9％）で もっ と も多 く， 以下 注意障害 356

名 （29．8％）， 記 憶 障 害 313 名 （26．2％）で あっ

た （表 2）。さ ら に 現病 と各高次脳機能 障害 の 関

（201）27

表2　高次脳機能障害 の 内訳 （重複 あ り）

失語症

注 意 障 害

記 憶障 害

行動 と情緒の 障害

半側空間無視

遂行機能障害

失 行 症

半側身体認 知障害

地誌的障害

失認症

無 回答

679 名 （56．9％）

356 名 （29．8 ％）

313 名 （26．2 ％）

243 名 （20．4 ％）

Z41 名 （20．2 ％）

191名 （16．0％）

133名 （ll．1％ ）

70名 （5．9％）

70名 〔5，9 ％）

61名 （5．1 ％）

40 名

回答合計 2，357 名

連で は ， 脳血管障害で は失語症 （62．6％〉が もっ

とも多 く，
つ い で 注意障害 （27．4％）で あ り， 頭

部外傷で は記憶障害 （58．8％）， つ い で 行動 と情

緒 の 障害 （43．7％）で あ っ た （表 3 ）。 高次脳 機

能障害者全般 と頭部外傷の比較 で は ， 後者に お い

て は記憶障害 ， 注意障害 ， 行動 と情緒 の 障害お よ

び遂行機能障害が 多 く， 失語症お よび半側空 間無

視が少 ない傾 向が 認め られ た （表 3）。

　  東京都内 に お け る 高次脳 機 能 障 害 者 数 は

4，177名 ， 有病率 は人 口 10万人 あた り 51．3 名 と

推定 され た 。

　 2．生活実態調査

　 1 ）調査方法

　上 記 1，234名の 中か ら，障害別 に 疾患 ， 年代 ，

受傷後の 期間な どにで きるだけ偏 りが な い よ うに

300名 を抽出 し ， 実数調査施設 に本人／家族の 協

力の 確認 を依頼 した 。 同意が得 られた方 に ， 日常

生活 の状況 な ど に関す る調査票 を送付 した 。 さら

に ， 回答 の あ っ た者の 中で受諾 した対象者 に調査

員が直接訪問 し聞 き取 り調査 を行 っ た 。

　 2）結果 （遠藤ら 投稿中）

　   回答の あ っ た障害者 は 127名 ， う ち在 宅 へ

の 訪問調査を受諾した の は 66名だ っ た 。

　   日常生 活状況 で は ， 基本 的 な 日常生活活 動

（食事 ， 排泄 ， 室内移動 な ど） に 比 較 し て 社会 的

な活動で ある道具的 日常生活活動項 目 （買 い 物 ，

近所付 き合 い
， 銀行 ・役所 な ど の 用事）が 困難な

傾 向が認 め られた （図 1 ）。

　   普 段 の 活 動 状 況 は ， テ レ ビ の 視 聴
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囚 晋 通 にできる

ロ 時間を要するが可能
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部介助また1ま要 見 守り

■ 全介助

囗 無回答

　　　　　　食事

　　　　　　排 泄

　　　　　　更衣

　　　　　　整容

　　　　　　入浴

　　　　 室内移動

　　　 電話の 応対

　　 冷暖 房 の 操作

　　　　 服薬管理

　　　　 金 銭管理

　 　 　 　 　 　 外 出

　　　　　 買 い 物

　 　 近所 付 き合 い

銀行 ・役所 等の 用事

0 ％　　20 ％　　40 ％　　60 ％

図 1　 日常生活活動の 状態

80 ％　100％

表 4　普段 の 活動状態 （重 複あ り）

テ レ ビ の視聴　　　56 名 （84．8 ％）

通 院　　　　　　 48 名 （72，7％ ）

家 族 との 会話　　　38 名 （57．6 ％）

散歩　　　　　　　35名 〔53．0 ％）

昼寝 　 　　 　 　 30名 （45．5％）

買 い 物 　 　　 　 25名 （37．9％ 〉

趣味　　　　　　　18名 （27．3％）

読
．
書　　　　　　　　18名　（27，3％）

電話 　 　 　　 　 15名 （22．7 ％）

仕事　　　　　　 13名 （19，7％）

訪問客 との 会話　　13名 （19．7 ％ 〉

ラ ジ オ の 聴取　　　 9 名 （13．6 ％）

ス ポーツ 　 　 　 　 6名 （9．1 ％）

社会活動　　　　　 3 名 （4．5 ％〉

子 守　　　　　　　 3 名 （4．5 ％）

その 他 　 　 　 　 12名 （18．2 ％ ）

何 も し て い な い 　　 5 名 （7．6 ％）

回答合計

発症 前就労 （76）

　　　［

「
一 一

「 ．

調 査 時就労 （37）　　　　　 調査 時無職 （39）

○名 目 （2）

○休業 （24）

○ 実働 （11）

　　 ・原 職 復帰 （3）

　　 ・変則復職 （1 ）

　　 ・配置転換 （3）

　　　　　　　 図 2 　復職状況

　　　　　　　　（ ） は人数

66名

（84 ，8％ ）， 通 院 （72 ．7％）， 家 族 と の 会 話

（57．6％）が 多 く， 仕 事 （19．7％），ス ポ ーツ

（9．1％）や社会活 動 （4．5％）は 少 な か っ た （表

4 ）。

　  復職状況 （高橋 ら 投稿予 定） に つ い て は ，

発 症前就労 し て い た 76名中調 査時 （発症 後平 均

2．55年） に就労 して い た の は 37 名で ， 原職復帰

は 3名 （3．9％）に す ぎなか っ た （図 2）。

II．考 察

高次脳機能障害は脳 障害 に お ける重要 な症状で
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ある もの の
， その原 因疾患 や各症状の 頻度 な どの

実態は 不 明な点が 多か っ た 。 本調査の結果， 原疾

患 の約 80％が 脳血 管障 害で あ っ た こ とは ， 若 年

発症例 も含め て あ らため て同疾患 へ の 取 り組 みが

重要で ある こ と を示 して い る 。

　 また ， 頭部外傷で 多い こ とが 明 らか に な っ た記

憶障害 ， 注意障害 ， 行動 と情緒の 障害お よび遂行

機能障害 は ， 高次脳機能障害者全般 の 諸症状の 頻

度 とは相違が認 め られた 。 頭部外傷の 諸症状 は近

年 マ ス コ ミな どで 取 り上 げ られ て い る テ ーマ 「高

次脳機能障害」 と
一

致 して お り， 今後社会的認知

へ の なん ら か の 対応 も必 要 と考 え られた 。

　 日常生活状況で は ， 基本的な 日常生活活動 は 自

立 して い る もの の ， 社会生活関連活動が 困難な傾

向が 認め られ た 。 実際 ， 普段 の 生活で も生 産的な

活動 に乏 し く， 復職者 は きわ めて わずか だ っ た 。

こ の 傾向は高次脳機能障害者全般の 特徴 と考 えら

れ た 。

　 高次脳機能 障害 自体は ， 症候 学的 に は精 神医

学・神経学で 古 くか ら研究 され て き た 分野 で あ る 。

それ に もか か わ らず最近特に 社会的に 注 目を浴 び

て い る の は ，以下の よ うな状況が 出現 し て い るた

め で ある ， と筆者は考え て い る。

　 第 1 に
，

い う まで もな く医療技術の進歩が あげ

られ る。脳 科学 の 発展 と と もに
， 従来致死 的で

あ っ た重 度 の 脳傷 害者 が 救命 され る よ うに な っ

た。 さ らに ， 画像診断技術や神経心理 学的検査法

が長足の 進歩 をとげ
， よ り微細 な症候の 同定が可

能 とな っ て き た 。

　第 2 に ， 日本社会全般の 「脳化」 と い う社会状

況 を指摘し た い
。 日本の 産業構造 は激変 し第 1次

産業が 減少す る
一

方 ， 第 3次産 業 （サ ービ ス 業）

中心 の社会 に な りつ つ ある 。 国際分業が進 み，農

産物や大 量 生産工 業製品 はす で に輸入 品 が 大 部分

で あ る
。 実際 ， 臨床場面 で 高次脳機能障害者 に職

探 しを指示 し て も， 大半 の 業務が対人業務や コ ン

ピ ュ
ー

タ
ー
操作 を要 する作業で あ る こ と は常々 実

感 され る と こ ろ で あ る 。 さ ら に
， 日常生活を見渡

して も家庭内の エ ア コ ン の 操作か らテ レ ビ
， 電子

レ ン ジや洗 濯機 ， 1歩社会 に 出 る と 銀行 の 自動払
い 戻 し機か ら駅 の切符売 り場 に い た る ま で

， 生活

の す み ずみ まで デジ タ ル 化 （記号化 ）が 進ん で い

失語症研究　第 22巻 第 3 号

る。本来 ， 基 本的 な身体機能 は維持 され て い る も

の の
， 操作に必 要な判断や記憶 に 障害の あ る 高次

脳機能障害者 が ます ます暮 ら し難 い 生 活状況が 出

現 し て い る 。

　第 3 に 家庭状況 の 変化が あげ られ る。わ が 国で

は核家族化 に 加え て ， 近年女性の社会参加が め ざ

ま し い 。こ の 傾向は家庭内で 高次脳機能障害者 を

見守 り／指示 で き る 介護者不在の状況 に拍車 をか

け て い る ， と考 え られ る 。

お わ り に
一
今後の課題

　 高次脳機能障害者 の リハ ビ リに は以下の 点が望

まれ る 。

　  認 知 リハ 手法 の 開発 と周知 二現 在わ が 国で

は Impairment （機 能障害） レ ベ ル の ア プ ロ ーチ

に や っ と手が つ い た 状態だ が
， 今後は Disability

（能力障害
一

日常生活上の 障害 に つ い て の 訓練 や

代償手段の 開発 な ど） レ ベ ル や Handicap （復職
へ の ア プ ロ ーチは制度面の充実

一
後述） レ ベ ル の

対応 が急務 で ある 。

　  学際的研 究の 発 展 ：今後 は
， 精神科 ， 神 経

内科，脳外科に加え て ， リハ 医学で蓄積された 障

害学の ノ ウハ ウ を 「目に 見え な い 障害 （高次脳 機

能障害）」に 応用 し て い く必要 が あ る 。

　  制度 ・体制面の確立 ：認知 リハ 点数 の 確立 や

福祉サ ービス の整備が 望 まれ る 。
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NAbstract

An  Investigation of  Higher Brain Dysfunction

     ; A  study  of  the Tokyo  Metropolis

Tetsumi Honda'

   A  study  was  undertaken  to investigate the number  and  the life conditions  of  people with  higher

brain dysfunctiQn due to neurological  disease in the Tokyo  metropolis.  1,234 cognitively  disabled

persons were  reported.  The number  of people with  higher brain dysfunction is estimated  to be 4,177

persons in the  Tokyo  metropolis.  The  life conditions  of  people  with  higher brain dysfunctien was

investigated with  the  questionnaire and  the interview. People with  higher brain dysfunction showed

a marked  trend to live without  social  activities, Only 3.9%  of  people  were  known  to be reinstated  in

his former post after  the injury.

'Tokyo  Metropolitan RehabiHtation Hospital

NII-Electronic  


